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（開示事項の経過）当社子会社による事業譲受及び固定資産の取得に関するお知らせ 

 

当社は、平成28年１月６日付で、「当社子会社による事業譲受及び固定資産の取得に関するお知ら

せ」にてお知らせいたしました通り、当社の完全子会社である株式会社ラルズが株式会社丸しめ志賀

商店の事業の全部を譲り受けること、及び同社の食品スーパーマーケット事業に関連して有限会社丸

しめ志賀商店が保有する不動産等の固定資産を取得することにつき、両社と基本合意書を締結し、詳

細条件について協議・検討を進めてまいりましたが、本日合意に至り本契約を締結いたしましたので、

下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 事業譲受の理由 

 アークスグループは、平成14年11月の発足以来、地域のライフライン企業として価値ある商

品・サービスを低価格で提供し豊かな暮らしに貢献すべく、北海道・東北において食品スーパー

マーケットを中心に事業を展開してまいりました。 

 

 札幌市を中心とする道央圏で事業展開を行う株式会社ラルズが、小樽・余市地区を中心に店舗

展開する老舗食品スーパーマーケットの「スーパーチェーンシガ」として地域の皆様にご愛顧頂

いている株式会社丸しめ志賀商店の事業を承継することで、同事業を更に強化・発展させ、地域

の皆様のライフラインとして従来以上のサービスを提供するとともに、当社グループとしてより

一層の営業基盤の強化をはかってまいります。 

 

２． 事業譲受の概要 

（１）譲渡会社 

   株式会社丸しめ志賀商店 

（２）譲受会社 

   株式会社ラルズ 

（３）譲受事業の内容 

   食品スーパーマーケット事業 

（４）譲受対象資産等 

   食品スーパーマーケット事業に関連する全ての有形・無形資産、契約、及び金融機関等からの

借入金を除く同事業に関連する債務 

 



 

３． 固定資産取得の概要 

（１）譲渡会社 

   有限会社丸しめ志賀商店 

（２）譲受会社 

   株式会社ラルズ 

（３）取得固定資産の内容 

   株式会社丸しめ志賀商店の食品スーパーマーケット事業に関連して有限会社丸しめ志賀商店

が保有する土地・建物等の不動産 

 

４． 今後の日程 

譲受契約書締結 平成28年２月２日 

譲受日     平成28年２月５日（予定） 

 

５． 譲渡会社の概要 

① 名 称 株式会社丸しめ志賀商店 有限会社丸しめ志賀商店 

② 所 在 地 北海道余市郡余市町黒川町 

三丁目17番地 

北海道余市郡余市町黒川町 

三丁目17番地 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 志賀 治夫 代表取締役社長 志賀 治夫 

④ 事 業 内 容 食品スーパーマーケットを主力

とする小売事業 

不動産の賃貸借管理事業 

⑤ 資 本 金 80百万円 10百万円 

⑥ 売 上 高 7,515百万円（平成27年８月期） 50百万円（平成27年８月期） 

⑦ 店 舗 数 13店舗（平成28年２月２日現在） - 

⑧ 設 立 年 月 昭和56年９月 昭和31年９月 

⑨ 決 算 期 ８月末日 ８月末日 

⑩ 上場会社と当該会社の

関 係 

資 本 関 係 当社と当該会社の間には、記載すべき資本関係は 

ありません。 

人 的 関 係 当社と当該会社の間には、記載すべき人的関係は 

ありません。 

取 引 関 係 当社と当該会社の間には、記載すべき取引関係は 

ありません。 

関連当事者への

該 当 状 況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。 

 

３．譲受会社の概要 

① 名 称 株式会社ラルズ 

② 所 在 地 札幌市中央区南十三条西十一丁目２番32号 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役会長・ＣＥＯ 横山 清 

代表取締役社長・ＣＯＯ 守屋 澄夫 

④ 事 業 内 容 食品スーパーマーケット事業 

⑤ 資 本 金 4,200百万円 

⑥ 売 上 高 114,735百万円（平成27年２月期） 

⑦ 店 舗 数 60店舗（平成28年２月２日現在） 

⑧ 設 立 年 月 日 平成14年11月 

⑨ 決 算 期 ２月末日 



 

４．今後の見通し 

本件による当社平成 28 年２月期連結業績に与える影響は軽微であると認識しておりますが、

現在精査中であり、重要な影響を与える見込みが生じた場合には、確定後速やかに開示する予定

であります。 

 

                                         以 上 


